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〔基本理念〕
　�私たちは地域社会から信頼される開かれた病院として
思いやりを大切にし、誠実な医療をめざします。

http://www.kure-nakadorl.jp/

医療法人社団 中川会 呉中通病院・呉三条病院 広報誌
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　昭和44年に広で生まれ、以後青山町・中通・三条と移り、
平成元年に広島大学医学部入学後は呉を離れておりました
が、平成19年4月より弊院に整形外科を再開するために、
現統括院長の父の誘いで生まれ故郷の呉に戻ってまいりま
した。
　「和顔愛語」（わげんあいご）の心で、当院にかかった方（患
者様・ご家族）が身体的にも精神的にも元気が出て、行っ
て良かったと思える病院にすることをモットーに、日々診
療に当たっております。
　整形外科医として、日本整形外科学会専門医他、土谷総
合病院勤務時代の手の外科の経験を生かし、幅広い疾患に
対応してまいりたいと思っております。

呉三条病院院長に小野　浩医師　　　　　　
呉中通病院副院長兼神経内科部長に山田　淳夫医師
呉中通病院地域連携室長に岡崎　慎哉副院長（兼任）
呉中通病院脳神経外科顧問に児玉　安紀医師

　4月1日、岡野優治前呉三条病院院長の退任に伴い、呉
三条病院に新しく院長として、小野浩医師が着任しました。
　同じく4月1日に山田淳夫医師が副院長として、呉中通
病院に着任しました。12月1日に着任した児玉安紀医師と
共に、脳神経外科・神経内科がより充実するものと期待し
ております。
　更に、地域連携室の強化を図るため、岡崎慎哉副院長は、
呉中通病院の地域連携室長を兼任することになりました。

　個人的な課題は、大学時代にしていました2人乗り競技
ヨットは卒業後なかなか海に出られず、またオフロードバ
イクでの林道ツーリングも、手の怪我が職業上命取りとな
るため出来なくなり、動かない生活が長く続きメタボ一直
線であることです。
　今年はウォーキング・サイクリング・ハイキングなど始
めたいと考えています。
　最後に、呉市医療圏の良さは、公的総合病院に恵まれ、
また医療圏内の医療機関が協力し地域への愛情と責任感を
持って、圏内自力で解決を図ろうとする姿勢を維持してい
ることだと常々感じております。当科として微力ながら貢
献できれば幸いに思いますので、なにとぞよろしくお願い
いたします。

　また、呉中通病院前地域連携室長の高純子副看護部長が
呉三条病院看護師長に転任することに伴い地域連携室業務
を補佐するために、看護部から森山珠美看護師が地域連携
室へ転任しました。
　中川会に新しい風が吹き、地域医療サービスに貢献出来
るよう、今後も努力して参りますのでよろしくお願いいた
します。

� 統括院長　中川　俊文�

医師紹介（自己紹介）
氏　　名：中川　豪（なかがわ　つよし）
役　　職：呉中通病院医局長　整形外科部長
出身大学：広島大学
資　　格：�日本整形外科学会認定医、日本整形外科学会認定リウマチ医�

日本整形外科学会認定運動器リハビリテーション医�
日本整形外科学会認定スポーツ医

中川会に新しい風が吹く
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　呉中通病院が開設以来3年6ヶ月を経過し､ 丁度3年
目に回復期リハビリテーション病棟入院患者が1000例
を超えたので､ 一つの区切りとしてまとめてみました｡
　呉中通病院は平成19年8月1日に回復期リハビリテー
ション病棟60床を中心に､ 一般病棟33床､ 療養病床
30床､ 総計123床で開院しました｡
�施設基準は回復期リハビリテーション病棟入院料1､
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）､ 運動器リハ
ビリテーション料（Ⅰ）を取得しています｡
　ところがこの3年間で施設基準が二度にわたり改正
があり､ 第1回目は平成20年4月にリハビリテーション
の質の評価が重点的に導入され､ 基準が高くなってお
り､ 更に第2回目の平成22年4月には､ より充実したリ
ハビリテーションの評価の導入があり､ 年々基準が厳
しくなっています｡
（以後､ 回復期リハビリテーション病棟を｢回リ病棟｣と
略します｡）また､ 詳細な記録がある直近1年半の547例
について主に報告させていただきます｡
　回リ病棟入院数は､ 月々 30例前後でした｡ 平成21
年1月に大きな落ち込みがありましたが､ これはノロ
ウイルス感染症が発生したときでした｡（表1）ー①
　回リ病棟入院患者の性別･年齢は80歳台が最も多く
全体の39.9%を占めており､ 特に女性が男性の3倍近
くに達しています｡
　また､ 65歳以上の高齢者が全体の84.7%を占めてい
ます｡（表2）

　日常生活機能評価での改善度は､ 3以上を改善とす
れば全体の43.6%が改善しており､ まあまあの改善を
入れると全体の73.2%となっています｡（表3）
　また平均FIM（※）の改善度と平均FIM改善率を見る
と脳血管疾患等､ 運動器疾患ともに全国平均にほぼ達
していました｡（表4）　※機能的自立度評価表
�回リ病棟入院患者の退院先を調べると､ 自宅退院が
78.5%（全国平均70.9%）で､ この他､ 医療療養施設
が13.2%､ 介護老人保健施設が8.3%でした｡（図1）
　回リ病棟入院患者を疾患別でみますと､ 脳血管疾患
等は全体の53%､運動器疾患は47%でほぼ半々でした｡�
また脳血管疾患等のうちでは脳梗塞が60%､ 脳出血が
25%でした｡ 運動器疾患では大腿骨頚部骨折を主体と
する下肢骨折が65%､ 次いで脊椎圧迫骨折を主とする
脊椎骨折が16%でした｡（図2）
　以上呉中通病院の回復期リハビリテーション病棟入
院患者について考察した結果を報告いたしましたが､
それなりの成果を認めているとはいえ､ 高齢者が多く､
中には介護量が少し減少したが家族の負担はあまり変
わらないといったこともあるかもしれません｡
　この為にも､ 多くの関連福祉施設との連携がどうし
ても必要となっています｡ これからも一層のご協力､
ご指導の程よろしくお願いいたします｡
（平成22年11月�第52回呉医学会にて発表）

� 呉中通病院院長　中川　俊文
� リハビリテーションセンター長　中本　俊則

回復期リハビリテーション病棟開設後 3年間の入院患者1000例を振り返って

①

（表1）

（表4） （図1） （図2）

（表2） （表3）
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　呉で生まれ育って、呉医療センターに25年勤務し
ました。5年前に退職し医療から離れておりましたが、
中川俊文先生のお勧めもあり4月1日より呉三条病院
に勤務することになりました。
　呉三条病院では病院の性格上、介護療養の比重が高
くなります。これまで泌尿器科医として高齢者の医療
に携わってきましたが、介護に対する意識はあまりあ

りませんでした。
　これからは介護療養の視点から医療を考えられるよ
う、意識の変革が必要かと思っています。
　60余名の入院患者様を支える多くのスタッフの一
員として、呉三条病院が地域社会から更なる信頼を得
られるよう努力したいと思います。
　ご支援よろしくお願いいたします。

氏　　名：小野　浩（おの　ひろし）
役　　職：呉三条病院　院長
出身大学：広島大学
資　　格：日本泌尿器科学会専門医

　昭和53年に医学部を卒業後、主な経歴として昭和
58年から香川県に開設されたばかりの香川医科大学
（現　香川大学医学部）で11年間、平成6年から国立呉
病院（現　国立病院機構呉医療センター）で17年間勤
務してまいりました。
　これらの病院は地域の基幹病院で脳梗塞・脳出血な
どの脳卒中、パーキンソン病・脊髄小脳変性症などの
変性性疾患、髄膜炎・脳炎などの神経系感染症、重症
筋無力症・ギラン・バレー症候群などの免疫性神経疾
患、認知症、頭痛、めまいなど神経領域の数多くの患
者様を診療してきました。

　この4月から勤務している呉中通病院では入院診療
に関しては回復期リハビリテーションを主要な業務と
していますが、これまでの経験を生かして回復期医療
の実践に力を注いでまいります。
　外来診療では神経系に関する症状で来院される患者
様すべてを診療いたしますが、人口の高齢化に伴い増
加しているアルツハイマー病やパーキンソン病などに
特に力をいれていきたいと思っています。
　患者様にとって身近な存在となれるように診療して
いきたいと思っていますので、今後ともよろしくお願
いいたします。

氏　　名：山田　淳夫（やまだ　あつお）
役　　職：呉中通病院　�副院長　�

神経内科部長
出身大学：大阪大学
資　　格：�日本神経学会認定神経内科専門医、日本老年医学会認定老年病専門医�

日本脳卒中学会認定脳卒中専門医、日本内科学会認定内科医

　昭和52年５月、前任者中川俊文先生（現統括院長）の
跡を継ぎ脳神経外科医長として国立呉病院（現　国立病
院機構呉医療センター）に赴任し20年間にわたり臨床
の第一線で働かせていただきました。
　呉時代は医師会の先生方にも随分お世話になり多く
の経験、勉強をさせていただき、また私の臨床医とし
ての人生で最も充実した時を過ごさせていただきまし
た。
　その後は国立療養所広島病院（現　国立病院機構東
広島医療センター）に転勤し、10年間勤め退職しました。

　この度十数年ぶりに再び懐かしい呉の地で呉中通病
院に勤務となり、脳神経外科専門医療の現場に復帰い
たしました。当院とは前身の第二中川病院、中川脳神
経外科病院時代にお世話になったことで何か深い因縁
を感じております。
　今後とも地域の医療機関としっかり連携をとり、皆
様に信頼される誠実な医療を行うべく精一杯の努力を
いたす所存です。なにとぞよろしくお願いいたします。

氏　　名：児玉　安紀（こだま　やすのり）
役　　職：呉中通病院　脳神経外科顧問
出身大学：広島大学
資　　格：日本脳神経外科学会専門医

新任医師紹介（自己紹介）



地域連携室だより
　呉中通病院地域連携室は今年度よりメンバー交代
があり、責任者が高純子に変わり岡崎慎哉を新室長
とし、森山珠美（看護師）が加わりました。退院相
談員の武田浩一（社会福祉士）、中野加奈美（社会
福祉士）は継続勤務です。
　当院の地域連携室は院内・院外との連携の窓口と
なるという重要な機能を担った部署であるため、常に
人の出入りと情報がスクランブル状態にあるという忙
しい毎日です。
　呉市および周辺地域の救急から回復期医療、介護
という流れも全国有数の高齢化や経済状況などの影
響で年々厳しくなりつつあります。
　最近は特に介護関連の状況にそれが目立っており、
ひいては救急体制の維持にまで影響していくという、

根の深い構造的なものがあるようです。そういった
困難な状況の中、地域での当院の責務の中で少しで
も良い結果を求めて日々模索しているところです。
　当院は病院も新しいうえ、スタッフも前述のように
新しいメンバーが増えましたので、いろいろと至らぬ
ところもあるかと思いますがご支援のほどよろしくお
願いいたします。

地域連携室長・副院長　岡崎　慎哉
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　呉三条病院が開院し地域の皆様のお蔭で早3年半を
迎えることが出来ました。
　開院時早期に介護療養型老人保健施設に移行する予
定でしたが、未だ移行できない状況です。
（現在介護保険移行準備病棟 24床 経過型介護療養病棟 44床）
　平成22年度は、入院45名、退院46名の移動があり
ましたが、自宅退院は7名という状況です。
　今年度は家族との連携をさらに強め、自宅退院へ向
けての支援に力を注ぎたいと思っています。
　呉三条病院の地域連携室は社会福祉士山下清文が担
当し、転入相談退院支援を中心にボランティアの方々

〔行�事�紹�介〕
��1月　お正月行事
��2月　患者様が主役となり鬼を退治する節分
��3月　童心に戻ってのひな祭り
��4月　さくらのちぎり絵で仕上げるお花見会
��7月　七夕作り
��8月　迫力満点の和太鼓演奏が行われる夏祭り
��9月　本場うどん職人によるうどん打ちの実演
10月　患者様の選手宣誓で始まる、誰でも夢中になる運動会
11月　小中学生がお神輿・獅子舞を披露する大歳神社のお祭り
12月　クリスマス会

との連携、地域の方々への情報発信等行っています。
　また、患者様にひと時でも季節感を感じていただき、
少しでも家庭的雰囲気を味わい、楽しい時を過ごして
頂けるよう、全スタッフにより年間レクレーション計
画を立て職員共々楽しんでいます。
　今後、介護療養型老人保健施設に移行することにな
ると思いますが、地域に必要とされる施設を目指して
参りますのでよろしくお願いいたします。

� 看護師長　　高　　純子
� 地域連携室　山下　清文

節分

うどん打ち夏祭り

大歳神社祭り

お花見会

呉三条病院紹介

「前列 岡崎、後列左より中野・武田・森山のスタッフ」
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　平成19年8月の中川会統合再編以来、呉中通病院、
呉三条病院の院内研修会については総務部において進
めていました。
　しかし、今後の職員の知識・技術の向上にはもっと
しっかりした組織により院内研修会を企画していかな
くてはならないという要請があり、平成21年5月に教
育研修委員会が発足しました。
　初年度は平成21年6月より月に１回程度、医療安全、
感染対策、接遇、病院会計など合計9回、院内・院外
の講師による講義が行われました。参加者も延べ523
名、1回平均58名の参加者がありました。
　平成22年度は、全14回開催しました。内容は、医
療安全、感染対策、接遇、脳血管障害について、禁煙
など幅広い講義となりました。

　また、今年度は院内での講師はもちろん、初めての
試みとして広島文化学園大学の松井英俊教授に3回シ
リーズにて、第1回は『医療を取りまくさまざまな環境
の変化』、第2回は『インシデントとアクシデントに潜
むルーチン業務』、第3回は『脳卒中の予防と看護』のご
講演をいただきました。
　今年度の参加者は延べ789名、1回平均56名となっ
ています。
　皆、自発的に勉強し、自己の能力向上に役立て、地
域社会から信頼される医療機関となるよう、日々努力
を重ねているところです。

� 呉中通病院　総務部長　岡田　浩一

院内研修会

院内感染対策チーム（Infection Control Team：ICT）
　病院内での感染を防ぐ事により、患者様に安全な臨床を提供する目的で、平成20年12月，感染対策チームが設
置されました。
　院長を中心に医師（1人）・看護師（2人）・薬剤師（1人）・臨床検査技師（1人），管理栄養士（1人）・理学療法士（1人）・
事務職員（1人）などさまざまな職種が集まり、横断的に病院全体の感染対策活動に従事しています。定期的には月
１回のICTスタッフ会議で院内感染状況の報告や協議を行っています。

主な業務
１．�院内感染サーベイランス�

a）��集団発生が疑われる場合に感染経路を同定して介入する
　　b）��近隣施設と情報を共有し，地域単位での集団発生に早期介入を図る
２．特定の感染症が疑われる場合に適切な隔離予防策を指導
３．標準予防策や手洗いなどの職員教育
４．予防接種や健康診断を通じた職員への感染予防
５．消毒薬や清掃器具の選定・配置・使用法の教育
６．医療廃棄物の適正管理
７．�中央洗浄・消毒部門の品質管理� 呉中通病院　内科顧問 （感染症専門医・肝臓専門医）　甲田　徹三

※　ADL:Activities�of�Daily�Living日常生活動作,　FIM:Functional�Independence�Measure機能的自立度評価表

　2月20日（日）第36回広島県病院学会が、県医師会館
講堂で行われました。
　呉中通病院からは、『回復期リハビリ患者に対する援
助統一に向けて�～「しているADL※」、「できるADL」
（FIM※）を活用して～�』と題して発表しました。
　主な内容は、患者様の援助統一を妨げる要因のひと
つとして、病棟場面で看護スタッフが評価する「してい
るADL」と、リハビリ場面でセラピストが評価する「で
きるADL」の双方の評価の違いがあると考えました。
　特に、評価差3点以上の患者群では、高次脳機能障
害や、認知症、強い疼痛などの症状の混在により、理
解力や耐久性の低下が多く見られ、それぞれの場面で
の評価の差が生じたと考えられました。各スタッフの

患者様に対する捉
え方の違いから、
目標の統一が図れ
ていない事例もあ
りました。
　改めて、スタッ
フ同士の情報の共
有を図り、本人・
家族を含めた目標
（短期・長期）を明確に方向付ける事が、援助統一に繋
がることを再認識しました。

� 回復期リハビリテーション病棟　看護師　�山口　衛

広島県病院学会にて発表

（写真右端　山口）
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　開院後3年10ヶ月を経過した時点で、旧中川脳神経
外科病院のカルテ・画像フィルム他検査記録等と呉中
通病院のカルテ他諸記録が混在された状態で保管され
ていました。部屋においても、3箇所に分散保管され
た状態であり業務効率の不具合を痛感していました。
　業務改善の一環として従来の分散保管を改めて集中
保管と管理方法の見直しを行った結果、病院2階に約
47㎡の広さの部屋を確保する事で、新カルテ室専用
として運用する事になりました。

　主な検討内容としては、以下のものが挙げられます。
①�カルテ他診療諸記録・画像フィルムの保管年数の確
認。基本原則、カルテは最低各法律並びに諸法規が
示す期限内保管。今後の増加傾向を予測した上で再
度検討行う。
②�各諸記録・画像フィルム管理方法の確認（保管場所
と保管方法他）
③カルテ棚の検討と台数検討
④移動に際してのタイムスケジュール調整

　超音波診断検査（通称：エコー）は放射線被ばくの無
い安全な検査として周知されており、子供・妊婦をは
じめ、あらゆる人の検査が可能です。
　当院では2010年6月末にGE社製�超音波診断装置
（LOGIQ�P6）（＝写真）を導入し、従来の腹部検査に
加え、脳梗塞などの危険因子となる動脈硬化の把握の
ために頚動脈検査も行っております。

　編集後記

　第2号は当初平成23年2月に発行する予定でしたが、呉三条病院院長に小野　浩
医師・呉中通病院副院長に山田淳夫医師の就任が内定した旨連絡が入ってきまし
たので、4月からの新体制を載せようと、第2号発行は急遽7月に延期となりました。
　児玉安紀脳神経外科顧問の平成22年12月からの着任と合わせ、地域社会から信
頼される開かれた病院として誠実な医療をめざしますので、よろしくお願いいた
します。

　結果として、カル
テ棚はスライド棚2式
（3連式計10台構成）
とカルテラック32台
を設置しました。
　作業は協力企業の
方にも支援を頂き、
当初計画した内容に
ほぼ近い状態で移動
を終える事ができま
した。
　運用面での制限で
完全な一室集中保管
になりませんでしたが、業務効率は以前と比較すると
数倍改善されました。
　今後においては業務効率が向上された分、更なる患
者サービスの改善と質の高い保管状態に努めて参りた
いと考えます。

� 呉中通病院　医事課長　河野　進

　血管を迅速かつ正確に、
さらには再現性のある計
測を行う為に、組織の境
界や構造が鮮明に描出で
きるCrossXBeamや高感
度カラードプラ、また、カ
ラードプラを凌ぐ高分解能
とフレームレートを持つ
B-Flowでの血流表示も可
能になりました。（＝画像）
　従来、検査中に行わなけ
ればならなかった処理や調
整が、検査終了後に行える
RawData（生データ）形式保存の装置を採用したた
め、少しでも検査時間の短縮につながり、患者様の負
担軽減となればと考えております。

� 診療技術部　放射線科主任　日山�博則

新カルテ室　運用始まる

呉中通病院　超音波診断装置紹介

（画像：頚動脈のB-Flow画像）

（写真提供：GE�Healthcare）
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